








研究目的 

胎児は胎盤を介して母体と有機的に結合しているものの,その発育・成長の過程で自律能と

適応能を獲得し,自己の内的恒常性を保ち,かつ,ストレスに対しては独自の防禦機構を発

動し適応してゆく。一般に成人ではストレスに対する反応性は交感神経・副腎髄質系の反

応様式によって評価されることが多いが,我々は胎児においても交感神経・副腎髄質系が防

禦機構の主役を演じているのではないかと考え,分娩時の胎児ストレス,とくに低酸素症と

catecholamine(CA)の関連を胎児血中,羊水中 CA の変化を追求することにより検討し報告

してきた。 

このような分娩ストレスを経て出生した児は,出生直後より新たな環境に適応しながら自

己の生命を維持して行かねばならないが,この過程は分娩過程に優るとも劣らず,児にとっ

ては stress-ful なものであろう。そこで今年度は出生早期の新生児尿中CA を測定し,新生

児適応過程における CA 動態とその意義を検討した。 


